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神社の不思議 ―境内に込められた深い意味―
新年を迎え、多くの方が神社にお参りされたことと思います。
今月から「いまさら聞けない神社のこと」をテーマに、身近な疑問に
お答えしていきます。

【鳥居―俗世と神域を分ける結界】
神社の象徴ともいえる鳥居。その名の由来は諸説ありますが、
天照大神が天岩戸にお隠れになった際、常世の国の長鳴鳥（鶏）
が止まって鳴いた木の門という説が有名です。

鳥居は単なる門ではなく、ここから先が神様の領域であることを示す結界。当社の石造りの鳥居は、
時代を超えて神域を守り続けてきました。鳥居をくぐる前に一礼するのは、神様の領域に入らせていた
だくという謙虚な心の表れです。

【注連縄―神聖な空間を守る】
社殿や御神木に張られた注連縄は、神様がおられる場所を示すしるしです。稲藁で編まれた縄に下
がる紙垂(しで)は稲妻を表すともいわれ、神聖なエネルギーを象徴しています。
注連縄は天照大神が天岩戸から出られた際、二度と戻られないよう張った縄が起源とされ、神域と
俗界を分ける結界の役割も担っています。

【手水舎―身を清める禊の心】
参道を進むと手水舎があります。ここでの清めは、神様の前に出る前の禊(みそぎ)を簡略化したもの
です。古来、日本人は川や海で全身を清めてから神様にお参りしていました。その精神を受け継ぎ、
現在は手と口を清めることで心身を浄化します。水には穢れを祓う力があるとされ、清らかな心で神様と
向き合う準備を整えます。

【鎮守の森と溜池―生命を育む神域】
当社を囲む豊かな森と美しい池。これらは単なる景観ではありません。鎮守の森は神様の依り代で
あり、氏子の暮らしを守る「聖なる森」です。そして溜池の水は、生命の源であり清めの象徴。
古来、水辺は神様が降臨される場所とされてきました。春には桜が水 面に映り、四季折々の自然が
神様の息吹を感じさせてくれます。

私たちの神社には、先人たちが大切にしてきた深い意味が随所に込められています。これらを知る
ことで、日々の参拝がより豊かなものになるのではないでしょうか。

２月の予定（行事案内）
・２月４日 （水曜日） 百々神社 月例祭 午前１０時より祈祷受付開始
・２月１４日（土曜日） 祈年祭 大嶋・奥津嶋神社 午前１１時より神事

年の始まりに、この一年の五穀豊穣をお祈りする祭です。
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